
博士後期課程「薬学科履修プログラム」について 
（東京大学薬学部薬科学科卒業者のみ対象） 

 

 

東京大学大学院薬学系研究科 

 

○プログラムの概要： 

東京大学においては、本学教養学部前期課程に平成１８～平成２９年度に入学し、薬学部薬科学科（４

年制）を卒業した者に対して、薬剤師国家試験受験資格を与えるための「薬学科履修プログラム」（以下

「プログラム」という。）を設ける（厚生労働省令第 173号に基づく１２年間の経過措置による）。 

本学薬学部薬科学科卒業者が、修士（博士前期）課程（本学他研究科及び他大学大学院を含む。）を修

了後、本博士後期課程において本学薬学部薬学科（６年制）の卒業に必要な科目を履修し単位を修得する

ことにより、薬剤師国家試験の受験資格を取得することができる。ただし、薬学の修士（博士前期）課程

を修了していない者は、本プログラムを履修することはできない。 

また、プログラム履修者の博士後期課程修了までの年数は、プログラム履修による時間的な制約によ

り、標準の３年より１年以上長くなることを原則とする。なお、薬学博士課程薬学専攻（４年制）への転

専攻が認められる制度がある。 

 

○受入定員：１学年８人以内 

 

○履修方法： 

(1) プログラム履修者は、以下のとおりプログラム修了に必要な科目４１単位を修得する。 

薬学科の卒業に必要な科目の中で薬科学科在学時に修得済である科目については、履修する必要はない。 

・プログラム必修科目（３６単位） 

講義：臨床薬理学、医薬品安全性学、製剤設計学、医薬品情報学、微生物学･化学療法学、 

天然物化学、衛生化学、公衆衛生学、医薬品評価科学、薬事法･特許法、 

疾患代謝学、薬学特別講義（各 1 単位） の計１２単位 

実習：薬学実務実習Ⅱ(4 単位)、薬学実務実習Ⅲ(10 単位)、薬学実務実習Ⅳ(10 単位) の計２４単位 

・プログラム選択科目（５単位） 

  薬学科選択科目（薬学部便覧の授業科目一覧を参照）の中から５単位を修得する。 

※平成 27 年度以前の薬学部進学者は、修得すべき科目が異なるので、教務チームに問い合わせること。 

(2) プログラム履修者は、下記の例示にあるように、原則として博士後期課程２年次を終えるまでに、薬

学実務実習Ⅳ[薬局]（一部は１年次の２月からの開始もある）及び薬学実務実習Ⅲ[病院]を含む全ての

「必修科目」を修得することが望ましい。薬学実務実習Ⅳ及びⅢを履修するには、その前年度に薬学実

務実習Ⅱ[事前学習]を履修し、[共用試験（OSCE, CBT）]を受験し合格することが必要である。なお、

「選択科目」の履修は、受験資格取得までの任意の時期で構わない。 
 

年

次 

学期 

(ﾀｰﾑ) 
プログラム必修科目（カッコ内は単位数） ※2021 年度 

１

年

次 

S1 臨床薬理学(1)、衛生化学(1) 

S2 医薬品情報学(1) 

A1 疾患代謝学(1) 

薬学特別講義(1) 

薬学実務実

習Ⅱ[事前学

習](4)、 

共 用 試 験

（OSCE, CBT） 

A2 
天然物化学(1)、製剤設計学(1) 

医薬品安全性学(1)、微生物学･化学療法学(1) 

２

年

次 

S1~S2 薬学実務実習Ⅳ[薬局](10)、薬学実務実習Ⅲ[病院](10) 

注 1）上記は 2022 年度版のため、2023 年度版については便覧等で最新の情報を必ず確認すること。 

 

（裏面に続く） 

 

 



 

注 2）平成 27 年度以前の薬学部進学者について、以下の旧授業科目は、次のとおり新授業科目に読み替 

   える。（生体分析化学→分析化学Ⅱ、衛生薬学・公衆衛生学→衛生化学、医薬経済学→公衆衛生学） 

注 3）臨床薬理学の単位については、修士課程における「クリニカルサイエンス特論」の単位取得をもって認定 

可能のため、該当者は博士後期課程進学時に所定の手続きをすること。 

注 4）A1～A2 タームでは薬学実務実習Ⅱがあるため、同時期に開講している授業科目は履修できなくなるため、 

未修得科目については、出来るだけ修士課程のうちに履修しておくこと。 

 

(3) 「薬学実習Ⅵ」(20 単位)及び「薬学卒業実習」(20 単位)の４０単位は、薬科学科在学時における卒業

実習に加え、修士課程在学時に特別研究・実習を修得し修士論文に合格したことにより、単位を修得し

ているものと見なす。 

 

○申請手続及び選考方法： 

本プログラムの履修を希望する者は、志望指導教員の許可を得て、web出願時に、所定欄に入力するこ

とにより申請手続を行うこと（なお、博士後期課程進学後の申請は、受入定員に余裕がある場合等に限

り、認めることがある。）。 

プログラム履修者の選考は、薬科学科在学時の成績、本研究科大学院（修士課程または博士後期課程）

入試の成績、及び共用試験受験の前年度に実施するプログラム面接試験による。 

 

                                                                          ２０２２年３月 


